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南部人権問題講演会事業　報告
人類の最高の宝は人権です！

～ゲンが語るあの日のヒロシマ～

８月２０日（土）沼隈図書館で「人類の最高の宝は平和です！ゲンが語るあの日のヒロシマ」と題して，被爆者で漫画家の中沢啓治さんの講演会を開催しました。

　中沢さんは，体調がすぐれない中，「私には話して伝える義務がある」とその目には力強いものがありました。「１９４５年８月６日，空襲のサイレンは鳴らなかった。中心が白，周りがブルー，外周りがオレンジと赤の玉がピカッと光り，一瞬のうちに辺りが真っ暗になった。私は塀が倒れたため，直接熱線に焼かれることはなかったが，家に帰る途中目にしたのは体中にガラスが刺さり，歩くたびにジャリジャリと音がする人，皮膚が垂れ下がり焼け爛れた人たち。幽霊の行進みたいだった。黒い服の人は光を吸収してみんな焼け爛れていた。原爆が父，姉，弟を奪い，母は苦労しながら私を育ててくれた。絵を描くことが好きだったので中学を卒業して看板屋に入り，色彩・デッサンを徹底的に教わった。２２歳の時に上京し漫画家になったが，その頃母が亡くなり，火葬をしたがほとんど遺骨がない状態で，母の骨まで奪った原爆に怒りがこみ上げ，原爆をテーマにした漫画を描こうと思った。『はだしのゲン』は自分自身の自叙伝でもある。二度と戦争の悲劇のない社会を作って欲しい。生きている限り自分の体・声を通して命の限り平和を訴えていきたい。」と話されました。
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南部人権問題講演会　お知らせ
おとぎぞうし　～トーク＆ライブ～
未来に伝えたい大切なこと

と　き　１０月２８日(金)１９：３０～

ところ　ＪＡ福山熊野支店

※入場無料

※駐車場あり

おとぎぞうしプロフィール

尾道在住の竹本信也さん，倉光宏嘉さんによるフォークデュオです。サイモン＆ガーファンクルの楽曲のコピーを中心に，70～80年代のフォークソングやニューミュージックをレパートリーにしています。

福山市内のコミュニティセンターや公民館等で反戦・反核・半差別をテーマに人権問題学習等の地域学習会でトーク＆ＬＩＶＥを行っています。

主　催　　熊野学区人権学習推進協議会

　　　　　南部生涯学習センター

問合せ　　南部生涯学習センター　℡９８０－７７１３
　
青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
【４】　２３歳で「田舎青年」の自費出版
「田舎青年」の原稿を書き上げたものの，出版社や出版費のあてがなかった。近くに住む漢学の岡崎朝一先生に原稿を渡し出版のめどを付けてもらうことにした。瀧之助日記１８９６年（明治２９年）２月７日に，朝一先生から出版の見通しがついた事を伝える便りを手にし「余リ嬉シクテ弁当ヲ忘ル　手紙ヲ繙クコト四度ナリ」とその喜びを記している。

当時の風潮は，都会に住む学生・書生が「青年」であり，田舎に住む若者は「青年」の概念の外におかれていた。「田舎青年」の冒頭の文章で「均しく是れ青年なり」とその誤りを指摘，田舎青年を救うには，「青年会を設くべし。青年相集いて一つの団結を作り，相互に注意・忠告・連携・精研すべし」と説き，さらに全国青年会連合の設立を提案している。

出版したものの売れ行きは悪く，借金が残り，書評も良くなかった。ただ，当時，最も権威があり第一流の新聞である「日本」の記者，五百木良三は，直言で田舎青年の無気力を叱っているが「近代の活気なきは，独り田舎青年のみではなく，中央青年においても同じである。一読に価する本である。」と好意的な評を書き，励ましの手紙を届けてくれた。　　次号に続く

執筆：上田靖士（山本瀧之助研究会会員）

南部こんなんやるＤay
南部管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

鞆コミュニティセンター　℡９８２－１８８２

☆陽だまりいい鞆（高齢者交流事業）

毎月第２水曜日に高齢者の交流を目的に開催しています。
１０月は理学療法士さんの楽しいお話です。

と　き　　１０月１２日（水）１０：００～

内　容　　加齢を華麗に～運動機能を中心に～

講　師　　森田　祐治さん（理学療法士）

沼隈図書館だより　℡９８７－５６３０

☆初めての「読み聞かせ」
～ステップアップ編～（連続講座）

と　き　　第１回　ものがたりと科学絵本

１０月１９日（水）１０：３０～

　　　　　第２回　語りとブックトーク

１０月２６日（水）１０：３０～

定　員　　２０人　両日とも参加できる方

　　子どもの本に興味のある方

申込み　　１０月３日（月）１０：００～（来館か電話で）

人・まち・ふくしフェスタ２０１１

＠うつみ・ぬまくま
と　き　　　１１月１３日（日）９：３０～

ところ　　　沼隈サンパル・福祉会館・沼隈支所駐車場

内　容　　　被爆ピアノコンサート

　　　　　　東日本大震災関連コーナー

　　　　　　我がまち自慢学区情報発信コーナー　他

協賛事業　　山本瀧之助没８０周年記念行事

　　　　　　記念講演会・書道作品展・特別企画展

ボーノさんのささやき
インターネットの普及により，私たちの生活は便利になりました。しかし，他人への誹謗・中傷を掲示板に投稿したり，個人のプライバシーに関わる情報を掲載するなど，人権侵害につながるような行為が多発しています。インターネットに掲載された情報は簡単に複製でき，他の場所に転載されるなどしてまたたく間に広がってしまいます。インターネット上では，匿名で情報を発信することができます。だからといってこのような無責任な行為は許されません。インターネットをどう使うか，使う人の人権感覚が問われています。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























